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現況分析における顕著な変化についての説明書（教育／研究） 

 

法人名 筑波技術大学 学部・研究科等名 産業技術学部 

 

 

１．分析項目名又は質の向上度の事例名 

 

分析項目 Ⅳ.学業の成果 

 

 

２．上記１における顕著な変化の状況及びその理由 

 

○顕著な変化のあった観点名 学業の成果に関する学生の評価 

 

産業技術学部では，学生による授業評価を継続実施し，各教員にはその結果をフィードバックし，

今後の授業改善等の具体的内容を書類で提出させるとともに，シラバスにオフィスアワー時間を表記

し，個別対応の充実を図るなど，学生による授業評価を授業改善に役立てている。 

各年度における設問の評価平均点（５段階評価）を，教養教育系科目と専門教育系科目に分けて表

に示す（資料Ⅳ－１）。平成 21 年度の教養教育系科目の評価結果を見ると，すべての項目が平成 18
年度に比べ評価平均点が伸びてい

る。これは各年度の授業評価に基

づく改善の成果であると分析でき

る。また，専門教育系科目の評価

結果を見ると，すべての項目が各

年度ともほぼ同じ平均点である。

これは，学年進行によって授業が

高度化する状況のなかで，各年度

の授業評価に基づく改善が評価平

均点を維持していると考えられる。 
なお，平成 16～19 年度評価にお

いて，フィードバックが可能であ

ったのは，１学年分の授業評価結

果のみであり，主に基礎教育系科

目及び専門基礎教育科目がその対

象であるという限定された状態で

あったため，学生の具体的な評価

結果について記述していなかった。

しかし，平成 21 年度に４学年分の

授業評価が可能となり，詳細な評

価分析を行うことができたため，

評価結果（段階判定）を変えうる

ような顕著な変化があったと判断

した。 


